ソマリーマム　著　　幼い娼婦だった私へ

 

この本の企画を話した時、知人・友人・義理の父から猛反対された。でも私は説得されなかった。私は危険を冒そう、非難の嵐をくぐってメッセージが伝わり、同国人から理解してもらえる可能性も半分はあるからだ。これほど重要なことに、賭けないわけには行かない。

 

カンボジアでは女の子がレイプされれば「その子が悪い」と云うのが大方の見方だ。

 

私の名前はソマリー、今はこう呼ばれている。不運がたびたびあれば名前を変える。小さい時の名前はもう覚えていない。私が生まれたのはモンドルキリ州のブースラ村幼児期はそこで過ごした。

紀元８世紀～13世紀のクメール帝国の時代は奴隷として売り買いされていた。
「プノン・未開人」と呼ばれ、山岳小数民族クメール・ルー「野蛮人」とも云われ、肌の色が褐色でカンボジアの人達から蔑視され嫌われている。

 

自分はいったい何者なんだろう？とよく考えている。幼いころに話していた言葉はもう忘れてしまった。私には家族が無いのも同然だった。私が自分の素性を知り、自分が何者なのか知りたいのに、まったく分からない、野生児のように暮らしていた。

 

幼いこどものころは　他の子供達と遊び、木の実を集め水を運んでいた。私はいつも母を求め、母の腕に抱かれ、接吻される夢を見ていた。誰彼かまわずいろんな人達の家に行かされ生活していた。　　　自分だけ母が居ないことがとても悲しかった。

 

樹だけが私の秘密を打ち明ける相手だった,悲しかった事などを話した。お月さまと木々だけが確かな友達。木や月は私の話を聞き、思いを受けとめ、そっと慰めてくれた。辛い事があると滝に向かって叫んだ滝は私の打ち明け話を抱え流れていく・・・。

 

私のように色の黒いやせっぽちの子は好かれない。生まれつき褐色の肌だった私は,カンボジアの人達に嫌われている。

  

１２歳の時、私の親代わりとなりお世話してくれたおじいさんから仕事の手伝いを云われ出かけていったお店は華人の家で、中に入ると倉庫の中に連れ込まれ、殴られ、ねじ伏せられ、服を脱がされ、米俵の上に投げ倒され、暴力でレイプされた。
そして云われた・・・・・・・、

「この事は誰にも言うな、もし泣いたり、喚いたり、誰かに言いつければ、
お前の首を切り落とすぞ、お前のおじいさんには金を渡してある。」と・・・・・
 その時は、何が起きたのか理解できず恐怖感だけが私を取り巻いていた。
家に戻ると、おじいさんは私にクメール的な助言をあたえてくれた。

「自分を傷つけてはいけないよ、後ろを振り返ってもいけない」
 

穢れを落とそうとして密かに体を洗った、身体の痛みや傷を心の奥にしまい込むしかなかった。それは今も疼く火傷だ。時には忘れることができても、周囲で起きる性的暴力を目のあたりにする度に傷は疼きだす。

 

しかし、この店の主人が、他の人に比べて特に悪いと言う分けでは無い、この時以外再び暴力を振るうことは無かった。その後、何事も無かったように、この事件を忘れたようだった。

 

私は口をきかなくなり、クメール語をおぼえる意欲もなくし、沈黙のうちに閉じこもった。大きな　マンゴの樹下で夜を明かし、意地悪なカンボジア人、そしてとくに私を辱め傷つけた華人への嫌悪と苦痛をマンゴの樹に訴えた。
クメールの家ではこの事は、決して口にしてはならない事柄だった。でも、おじいさんに再び行くように言われた時、身体が振るえ行くことができない、痛み・血を流し・恥心でいっぱいだった。おじさんの言いつけを守らなければどうなるのか分かっていたが断った。

 

その日、私を殴って気がすんだおじいさんから、食事をつくれ、と言われた、私はうなずき急いで市場に行き豚肉を買いおじいさんの食事をつくり部屋に運んだ。
イスラム教徒であるおじいさんは豚肉を食べれば死ぬと思っていた。夢のような空想だった、今や本当のおじいさんの姿がわかった。

私は華人も怖いがそれよりもおじいさんの方がもっと怖かった・・・。

そしてまた売られていく・・・生まれた時から同じことの繰り返しだ。
 

クメール・ルージュが時々村に姿を現したが、特に騒ぐこともなく、暴れることもなかった。礼儀正しく、親切で私たちが困ることもなく私たち子供に時々食べ物を分けてくれることもあった。私は彼らに親しみを感じていた。

 田植えのため田に水を張る時にはクメール・ルージュが森から出てきて私たちを手伝ってくれた。彼らもまた私たちと同じ農民だった。近所の人たちと話すようなかんじで、私たちは普通におしゃべりをしていた。

 

クメール・ルージュが簡単に人を殺すのが本当なら、それが元々のクメールの習慣なのだろう、カンボジアでは人前で本当のことを決して口に出さない。

 

１５歳になった時、突然２７歳の兵士と結婚させられた.身の回りの物をまとめて直ぐについて行くしかなかった、カンボジアの社会ではいつもこうなのだ、おじいさんの決定に逆らうことなど考えられなかった,まして女ならば従うのが当然で万一にも逆らったら罰せられる・・・。結婚とは名ばかりの人身売買だった。

 

反抗するものを殴り殺したって良いのだ、個人の自由など無視されまったく無い、
年長者を敬うのがカンボジア社会の決まりだ。

 

妻は夫を兄様と呼び夫は妻のことを妹と呼ぶ、わずか１５歳だった私は、おじいさんの決める運命に、ひと言だって反対することは許されなかった。

 

「もう充分だ、過ぎたことは忘れよう・・・まだ生きている残りの人生静かに生きたい」

 

こうした地獄のような日々が８年近く続いた。少し自由がきくようになってからはここから逃げ出そうとしたが、どのようにすればいいのかわからなかった。私には自殺するか、あるいはバラン「白人男性」を見つけるかいずれかの選択しかなかった。

 

レストランでしか食事をせずクメール語も話せない彼らに興味は無かった。私のほうもフランス語をひと言も話すことが出来なったカンボジアを離れる気持ちもなった。

 

でも、今日も人身売買で売られ、苦しみ悲しむ子供たちが居る。活動を停止している時間は無い！その子供達を助けるためにはなんでもする決心はついていた。
私は最も耐え難い記憶として残っているのは「華人の商店主に子供のころレイプされた時と、お世話してくださったおじいさんが私の身体に触ろうとした時のことだった。
断るとおばさんの家に行こうといわれモニボン通りとプデイン通りの交差点するところにある家に来た、そこは買春宿だった。家の中に入ると化粧をするように言われ嫌だといったら、貯水庫の中に入れられた。その後軍人に犯された。
　　　　　　　　　　　　　　　ソマリーマムの挑戦！
私の願いは売春宿から逃れてくる人たちを受け入れるホームを運営したいと想っていた。実際このころはまだあどけなさの残る少女たちを解放するため売春宿にでかけて行った。そして逃げるのに必要なお金を渡していた。
 
少年が売られる事もあった、路上で暮らす子供たちの世話をする団体がこの子達の世話をしていた。女の子ばかりの私達のシェルターには男の子達を引き取れないのでお寺に預けた、そこで僧侶たちが教育を行っている。
お世話をしていた女の子の中にエイズを患っているソコネと呼ばれている少女が居た、ある夜怖くて仕方が無いので一緒に寝て・・・と云われ添い寝をして居る時、真夜中突然、ナイフで腕を切り付けられ目を覚ました。ソコネの思いは、互いの血を混ぜ合わす事でＨＩＶウイルスに感染するようしていた。
「なぜ？私にＨＩＶウイルス」を感染させようとしたのだろうか？　ソコネはその後少しの間生きたが・・・息を引き取った。彼女を死に追いやった人々に仕返しを出来ないからか？　自分だけが不幸でいることに耐えられなくなって私をキズつけたのだろか？　もう分かりようも無い事だけど、この時ばかりは正直怖かった！
私達の活動は、人身売買の人達からも、苦しむ少女がもたらす危険の双方のからの危険にもさらされている。しかし、私が求めているのはただひとつ、「少女達の亡くなる時が幸せであること」この世を去る時、ほんのわずかでも「幸せな時を過ごして欲しい」との想い」　それだけだった。　少女達を見捨てる事は出来ない、私には他の生き方は出来なかった。
　
ベトナムの少女リーﾎァのような場合もある。彼女はベトナムの人身売買の犠牲となりカンボジアに売られエイズに感染していた。彼女の故郷ベトナムのカントーの村に戻ってきたが彼女がエイズに罹っていると知り、肉親の姉達からも嫌われ追い出されてしまった。彼女からの手紙は・・・・・
「もう直ぐ死んでしまうけれど魂はいつもソマリーと一緒、小鳥が方に停まっているようにソマリーの仕事を手伝ってあげる。困ったら何時でも私に話しかネ・・・・・・・」
エイズに感染している少女を治療する事はできないけれど「国境無き医師団」に連絡を取り専門医の居る病院に入院する事は出来る。でも・・・手遅れの場合がほとんどで少女達はわずかな命しか生きられず亡くなって行く。
ある時政府は売春摘発に動き１００人以上の娼婦が送られてきた。こどもたちの多くはＨＩＶウイルスに冒されていた。　結核・淋病・梅毒・Ｂ型肝炎になっていた。その度に非常な困難に追い込まれた。

いつも隣に居て励ましてくれるフランス人のピエールの助けが必要であった。
私は愛しても居なかったが、ピエールと結婚をした。彼の母国であるフランスに旅立つ時は恐怖感に襲われていた。　「ピエールが私を売るのではないか？」　この当時は誰も信じる事ができなかった。
でも、私の心を揺さぶる活動を続けるためには、この問題を理解し、支援してくださる人達の協力が必要だった。問題を解決するためには多くの人達に知ってもらい多くの人達の支援が必要である事は分かっていた。
そしてたどり着いたアネスバットの会長が私の手にキスをした時、自分がカンボジアの現実から何光年も離れたところに居る事を実感した。彼の親切で心温まる態度は心が揺さぶられる想いだった。

カンボジアの現実と少女達の現状を話し活動全体を支援して欲しいと訴えた・・・。安定し継続した支援を私達は必要としていた、するとすぐに私達を援助する事が決まった。アネスバットへ行くといつも温かく迎えてくれる。会うたびに胸がいっぱいになる
１９９８年に、スペインの皇太子賞を受けることが決まった。これ以降多くのテレビや新聞社の人達が取材に来るようになった。カンボジアからタイのバンコクを経由してスペインに向かった。ファーストクラスで王様みたいな扱いを受けた。スペインに到着するとレセプション会場に案内され講演する事になった。
でも、いったい何を話せばよいのか？公の場で話した事は無かった。心を決め思い
切って話し始めた。「私の送ってきた人生」「カンボジアの女性が置かれている現状」気がついたら一時間ほど過ぎていた。話し終えると嵐のような拍手が起こっていた、会場が照らされ明るくなっていくと会場に来ていただいた人達が泣いている姿に気分は高揚していた。

私は未だに自分を「不幸をもたらす穢れた者」のように感じてしまう。
今、この瞬間もそう感じて居る。それは私の中に深く刻まれてしまった感覚だ。寝ていても暴力やレイプの夢ばかりで、ほとんど毎晩のようにうなされている、昨夜も蛇がズボンの中に入ってくる夢を見たなんどもこんな悪夢を振り捨てようとしたがダメだった。

身体に刻み込まれてしまっているのだ。痣や拷問の痕、タバコによる火傷が皮膚に残っている。鎖の痕が足首にあれば、これら全てを拭い去る事なんて出来ない。私は過去の苦しみの中に今も生きている。
私がアフェシップに居るのも、子供達を救出し守って行こうとしているのもそのためだ。　ボランティアの中には、娼婦に対して侮蔑の気持ち、あるいは優越感感じているのではないかと恐れている。彼女達のひとりだった私にはそんな気持ちは起きない。彼女たちが経験してきた事を私も経験してきた。その傷跡は身体にも心にも残っている。彼女達の苦しみ悲しみは私自身でもある。
彼女達の経験してきた事を聞いていると、私も同じ状況に置かれているように思えて、過去の記憶がマグマのように噴きあがってくる。自分自身の興奮を抑えかねて少女達と一緒に泣くと少し気持ちが楽になる。
私と一緒にいた友達は死んでしまったのか　？　いくら探しても何処にもいない　？
今なら私は、友達を救ってあげる事ができるのに・・・彼女達はもういない。

子どものころ私は殆ど口を利かなかった。信頼できる人がだれも私の側に居なかったからだ。「誰も信用するな！」　と云うカンボジアの昔からの言い習わしにしたがってしまう、他人の前で自分をさらけ出せば、たちまち噂の標的になり中傷されてしまう。
心の中を打ち明けるのは弱い人達の証拠で弱い人達は踏み潰されていく、うっかり何かを言うと揶揄され手ひどくキズつけられてしまう、心にあることを言えば鋭い矢となって突き刺さってくる。

大人になって子どもを殴りつける親は子供の時ひどく殴られてきている。子供は幼い頃から殴られながら働かされている。僅かな金額で、ただ同然の金額でお金持ちの家に売られて行く。買主から何を言われても従い反抗できない、１２歳を過ぎると主人が部屋に引き入れレイプされている、反抗は出来ない。一日中買われていった家族のため働かされる、これは奴隷と同じではないかと思える。
以前は、家族に暴行された女の子は羞恥心でいっぱいで、口に出す事すらできなかった。話したとしても親族一同誰ひとりとして女の子の話に耳を傾けず、反対にその子が不幸をもたらす疫病神で家族に病をもたらし恥さらしだと非難されている。

夫が妻を殴り、暴行し、挙句に捨て去っても、妻は自らを犠牲にして家の対面を守り世間の批判を避ける。
最近になって、少女がそれもまだあどけない年ごろの子供が、家族の者によって

レイプされる。記事やニュースが話題になってきている。何も今始った事ではなく昔からある。最近特に起きている現象ではなく、色々な団体や組織がこうした問題を取り上げ、非道な行為を根絶やしにしょうと動き出したからにすぎない。
いまは少なくとも発言の自由を促し話し始めた女性達を守ろうという気運が出てきた。しかし全てはこれからだ！
　
周りを見渡すと、女性や子供はほとんど奴隷のように扱われている。また、少女達は性の問題について全く無知のまま放って置かれている。家の中で少女に向かって話す人はいない。そのため初潮は苦痛と驚きでしかなく恥ずかしい事として受け止められている。両親はただこう言い聞かせる結婚したら「男のしたいようにさせなさい」と

カンボジアの男達は性についてまず、買春宿で経験する。その結果女性をレイプする対象として見る様になってしまうのだ。その結果初夜はたいてい夫婦共にトラウマとなってしまう。男性は一瞬の快楽のため、妻は痛みを伴う性交渉に一方的に耐える。
また、夫婦にとっては双方が満たされ一致を見ることは稀だ。満たされない女性は忍従を求められるだけになる。

私達の女性救済支援活動は女性問題と共に、男性への教育も必要となってきている。一方カンボジアの男性は権力者だ、もし妻が文句を言おうものなら殴るだけだ。
「暴力されそうでも沈黙・暴力されても沈黙」

女性が生きのびるためには、「聞こえなかったように・話せない人のように」しなさいと言う、見ていても見ていないようにするしか方法が無い。私は沈黙を守ろうと必死だ。
男性教育のため援助金を受け講演会を開くようになった。私は男性の前で話すのは恥ずかしかったが、タブーとされている問題『性』について話し始めた。

「わたしたちはエイズとはどの様な病気で、身を守るためにはどうしたら良いのか話し始めた。聞いている男性もエイズは怖いので熱心に聴いている、私は基本の基本から話した、バナナを使いコンドームのつけ方まで示した！」
質問を受け付けると、妻との関係を話す人も出てきた。多くの男性の言い分は
「妻から拒否されるために買春宿に出かける」というものだった。彼らは率直に語り、「妻がひたすら受身なのでうんざりする。」と言った。カンボジアの習慣として女性は

男性が終わるまで静かにしているのが良いとされている。
３０年間続いた内戦の後には、子供をレイプする僧まで居る！　その一方で、自分が良い事をしているとは思わずに、良い行いをしている人達もいる。この国では法律について何も知らずお金が法律となる。お金さえあれば人まで買う事ができる。そして

警察官や裁判官までこうした売り買いを黙認している。お金さえあればなんでも出来る。戦争以前のカンボジアは違ったのかもしれない。今でも田舎に行けば古い時代のカンボジアに出会う。旅人をもてなし食事を提供する。

この本の原稿を書き出してから眠れず、気がおかしくなりそうだ。醜悪な場面が次から次へと悪夢となって蘇って来る。こんな記憶を抱えてこれからずーと生きていく事ができるのか？　悲しみが重くのしかかり、過去の苦しみの記憶を繰り返し蘇ってくる。
何とか振り払いたくて気がつくとシャワーを何度も浴び皮膚をこすりぬいた挙句肌クリームを塗りたくり、おぼれるほど香水を降りかけている自分が居る。こうして生きることに何の意味があるのだろうか？出来る事なら全てを忘れ平穏無事な生活をゆっくり楽しみたいと願っている。

でも、目の前に暗い深淵のように広がっている問題は、私達からエネルギーの全てを奪い去っていく・・・。それでも苦しみ悲しむ子供たちが居る限り休む事は出来ない・。

過ぎた事はもう忘れてしまおう後ろを振り返っては居られない。耐え難い苦しみを抱えてセンターに来る少女達に向かって繰り返しくどいほど言っている『穢れては居ない』
取材に来た人たちはしばしば、少女たちが受けてきた悲しみや苦しみを聞きたがり通訳を頼まれる。少女達が過去を忘れようとしているのに話を聞きたいマスコミの人たちは少女達の苦しい心を理解していない。私は少女達の手を握り彼女達の苦しみが伝わってくるまで近寄り彼女達が泣けば私も泣き、少女達が叫べば私も叫ぶ、苦しさに震えれば私も震える。
しかし取材者達はインタビューを終え撮影が済めばそれ以上係ろうとしないで自分達の日常に戻っていく。私はどん底まで落ち込み、私自身の苦しみも読みがえり打ち残されている。骨がきしむほど、腸がねじれそうなほど苦しい事だ。疲れ果ててひとり残される。取材者達がこの苦しみを理解しているのだろうか？私には分からない。
